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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焦点検出光学系を備え、位相差方式による焦点検出処理を行う焦点検出手段と、該焦点
検出手段による焦点検出処理の結果に基づいて焦点調節手段の駆動を制御する制御手段と
を備える撮像装置に対して、エクステンダー光学系を含むエクステンダーを介して着脱可
能であるレンズ装置であって、
　前記焦点調節手段を含む撮像光学系と、
　前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第１補正値を決定す
る決定手段とを有し、
　前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合、前記決
定手段は、前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報、および前記撮像光学系と前記
エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情報に基づいて、前記第１補
正値を決定することを特徴とするレンズ装置。
【請求項２】
　前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記
制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正値を記憶する記憶
手段を更に有し、
　前記決定手段は、前記第２補正値に基づいて前記第１補正値を決定することを特徴とす
る請求項１に記載のレンズ装置。
【請求項３】
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　前記第１情報は前記焦点検出光学系の瞳の径、前記第２情報は前記撮像光学系と前記エ
クステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径であり、
　前記第１情報と前記第２情報との関係を判定する判定手段を有し、
　前記決定手段は、前記判定手段の判定結果に基づいて前記第１補正値を決定することを
特徴とする請求項１または２に記載のレンズ装置。
【請求項４】
　前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記
制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正値と、前記エクス
テンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記制御手段が前記
焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを記憶する記憶手段を有し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をαとするとき、
　前記判定手段がΦａｆ＜Φｅｘｔ×ａ（０．５≦ａ≦１．１）なる条件式を満たすと判
定した場合、前記決定手段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α×ＢＰｔａｎ（０＜α）なる式を用いて
前記第１補正値を決定し、
　前記判定手段がΦａｆ＞Φｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、前記決定手
段はＢＰｅｘｔ＝ｂなる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項３
に記載のレンズ装置。
【請求項５】
　前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記
制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正値と、前記エクス
テンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記制御手段が前記
焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを記憶する記憶手段を有し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をα１、α２（０＜α２＜α１）とするとき、
　前記判定手段がΦａｆ＜Φｅｘｔ×ａ（０．５≦ａ≦１．１）なる条件式を満たすと判
定した場合、前記決定手段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α１×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１
補正値を決定し、
　前記判定手段がΦａｆ＞Φｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、前記決定手
段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α２×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定することを
特徴とする請求項３に記載のレンズ装置。
【請求項６】
　前記記憶手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着さ
れた場合に、前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正
値を記憶し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂとするとき、前記決定手段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋（１－Φａｆ

／Φｅｘｔ）×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請
求項２に記載のレンズ装置。
【請求項７】
　前記第１情報は前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値、前記第２情報は前記撮像
光学系と前記エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値であり、
　前記第１情報と前記第２情報との関係を判定する判定手段を有し、
　前記決定手段は、前記判定手段の判定結果に基づいて前記第１補正値を決定することを
特徴とする請求項１または２に記載のレンズ装置。
【請求項８】
　前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記
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制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正値と、前記エクス
テンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記制御手段が前記
焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを記憶する記憶手段を有し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をαとするとき、
　前記判定手段がＦａｆ＞Ｆｅｘｔ×ａ（０．９≦ａ≦２．０）なる条件式を満たすと判
定した場合、前記決定手段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α×ＢＰｔａｎ（０＜α）なる式を用いて
前記第１補正値を決定し、
　前記判定手段がＦａｆ＜Ｆｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、前記決定手
段はＢＰｅｘｔ＝ｂなる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項７
に記載のレンズ装置。
【請求項９】
　前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記
制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正値と、前記エクス
テンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前記制御手段が前記
焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを記憶する記憶手段を有し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をα１、α２（０＜α

２＜α１）とするとき、
　前記判定手段がＦａｆ＞Ｆｅｘｔ×ａ（０．９≦ａ≦２．０）なる条件式を満たすと判
定した場合、前記決定手段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α１×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１
補正値を決定し、
　前記判定手段がＦａｆ＜Ｆｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、前記決定手
段はＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α２×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定することを
特徴とする請求項７に記載のレンズ装置。
【請求項１０】
　前記記憶手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着さ
れた場合に、前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正
値を記憶し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂとするとき、前記決定手段は
ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋（１－Ｆｅｘｔ／Ｆａｆ）×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値
を決定することを特徴とする請求項２に記載のレンズ装置。
【請求項１１】
　焦点調整手段を含む撮像光学系を有するレンズ装置が、エクステンダー光学系を含むエ
クステンダーを介して着脱可能である撮像装置であって、
　焦点検出光学系を備え、位相差方式による焦点検出処理を行う焦点検出手段と、
　前記焦点検出手段による焦点検出処理の結果に基づいて前記焦点調節手段の駆動を制御
する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着さ
れた場合、前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報、および前記撮像光学系と前記
エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情報に基づいて、前記焦点検
出処理の結果を補正する際に使用される第１補正値を決定することを特徴とする撮像装置
。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着
された場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正
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値を前記レンズ装置から取得するとともに、該第２補正値に基づいて前記第１補正値を決
定することを特徴とする請求項１１に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記第１情報は前記焦点検出光学系の瞳の径、前記第２情報は前記撮像光学系と前記エ
クステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径であり、
　前記制御手段は、前記第１情報と前記第２情報との関係を判定するとともに、該判定の
結果に基づいて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１１または１２に記載
の撮像装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着
された場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正
値と、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前
記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを前記レン
ズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をαとするとき、
　前記制御手段は、Φａｆ＜Φｅｘｔ×ａ（０．５≦ａ≦１．１）なる条件式を満たすと
判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α×ＢＰｔａｎ（０＜α）なる式を用いて前記第１補正
値を決定し、Φａｆ＞Φｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ
なる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１３に記載の撮像装置
。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着
された場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正
値と、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前
記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを前記レン
ズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をα１、α２（０＜α２＜α１）とするとき、
　前記制御手段は、Φａｆ＜Φｅｘｔ×ａ（０．５≦ａ≦１．１）なる条件式を満たすと
判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α１×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定
し、Φａｆ＞Φｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α２×
ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１３に記載
の撮像装置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着さ
れた場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値
を前記レンズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径をΦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系と
を含む光学系の瞳の径をΦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰ

ｔａｎ、前記第３補正値をｂとするとき、
　前記制御手段は、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋（１－Φａｆ／Φｅｘｔ）×ＢＰｔａｎなる式を用
いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　前記第１情報は前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値、前記第２情報は前記撮像
光学系と前記エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値であり、
　前記制御手段は、前記第１情報と前記第２情報との関係を判定するとともに、該判定の
結果に基づいて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１１または１２に記載
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の撮像装置。
【請求項１８】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着
された場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正
値と、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前
記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを前記レン
ズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をαとするとき、
　前記制御手段は、Ｆａｆ＞Ｆｅｘｔ×ａ（０．９≦ａ≦２．０）なる条件式を満たすと
判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α×ＢＰｔａｎ（０＜α）なる式を用いて前記第１補正
値を決定し、Ｆａｆ＜Ｆｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ
なる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１７に記載の撮像装置
。
【請求項１９】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介さずに前記レンズ装置が前記撮像装置に装着
された場合に前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第２補正
値と、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合に前
記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正値とを前記レン
ズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂ、係数をα１、α２（０＜α

２＜α１）とするとき、
　前記制御手段は、Ｆａｆ＞Ｆｅｘｔ×ａ（０．９≦ａ≦２．０）なる条件式を満たすと
判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α１×ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定
し、Ｆａｆ＜Ｆｅｘｔ×ａなる条件式を満たすと判定した場合、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋α２×
ＢＰｔａｎなる式を用いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１７に記載
の撮像装置。
【請求項２０】
　前記制御手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着さ
れた場合に、前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第３補正
値を前記レンズ装置から取得し、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦａｆ、前記撮像光学系と前記エクステ
ンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に対応するＦ値をＦｅｘｔ、前記第１補正値をＢＰ

ｅｘｔ、前記第２補正値をＢＰｔａｎ、前記第３補正値をｂとするとき、
　前記制御手段は、ＢＰｅｘｔ＝ｂ＋（１－Ｆａｆ／Ｆｅｘｔ）×ＢＰｔａｎなる式を用
いて前記第１補正値を決定することを特徴とする請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項２１】
　レンズ装置と、エクステンダーと、該エクステンダーを介して前記レンズ装置が着脱可
能な撮像装置とを有するカメラシステムであって、
　前記レンズ装置は、焦点調節手段を含む撮像光学系と、制御手段が焦点検出処理の結果
を補正する際に使用される第１補正値を決定する決定手段を有し、
　前記エクステンダーはエクステンダー光学系を有し、
　前記撮像装置は、焦点検出光学系を備え、位相差方式による前記焦点検出処理を行う焦
点検出手段と、該焦点検出手段による前記焦点検出処理の結果に基づいて前記焦点調節手
段の駆動を制御する前記制御手段とを有し、
　前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合、前記決
定手段は、前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報、および前記撮像光学系と前記
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エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情報に基づいて、前記第１補
正値を決定することを特徴とするカメラシステム。
【請求項２２】
　焦点検出光学系を備え、位相差方式による焦点検出処理を行う焦点検出手段と、該焦点
検出手段による焦点検出処理の結果に基づいて焦点調節手段の駆動を制御する制御手段と
を備える撮像装置に、前記焦点調整手段を含む撮像光学系を有するレンズ装置がエクステ
ンダー光学系を含むエクステンダーを介して装着された場合に、前記制御手段が前記焦点
検出処理の結果を補正する際に使用される第１補正値を決定する決定方法であって、
　前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報を取得するステップと、
　前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情報
を取得するステップと、
　前記第１情報および前記第２情報に基づいて、前記第１補正値を決定するステップとを
有することを特徴とする決定方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の決定方法をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一側面としてのレンズ装置は、焦点検出光学系を備え、位相差方式による焦点
検出処理を行う焦点検出手段と、該焦点検出手段による焦点検出処理の結果に基づいて、
焦点調節手段の駆動を制御する制御手段とを備える撮像装置に対して、エクステンダー光
学系を含むエクステンダーを介して着脱可能であるレンズ装置であって、前記焦点調節手
段を含む撮像光学系と、前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用され
る第１補正値を決定する決定手段とを有し、前記エクステンダーを介して前記レンズ装置
が前記撮像装置に装着された場合、前記決定手段は、前記焦点検出光学系の瞳の径に関す
る第１情報、および、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の
径に関する第２情報に基づいて、前記第１補正値を決定することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の側面としての撮像装置は、焦点調整手段を含む撮像光学系を有する
レンズ装置が、エクステンダー光学系を含むエクステンダーを介して着脱可能である撮像
装置であって、焦点検出光学系を備え、位相差方式による焦点検出処理を行う焦点検出手
段と、前記焦点検出手段による焦点検出処理の結果に基づいて前記焦点調節手段の駆動を
制御する制御手段とを有し、前記制御手段は、前記エクステンダーを介して前記レンズ装
置が前記撮像装置に装着された場合、前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報、お
よび前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情
報に基づいて、前記焦点検出処理の結果を補正する際に使用される第１補正値を決定する
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明の他の側面としてのカメラシステムは、レンズ装置と、エクステンダーと
、該エクステンダーを介して前記レンズ装置が着脱可能な撮像装置とを有するカメラシス
テムであって、前記レンズ装置は、焦点調節手段を含む撮像光学系と、制御手段が焦点検
出処理の結果を補正する際に使用される第１補正値を決定する決定手段を有し、前記エク
ステンダーはエクステンダー光学系を有し、前記撮像装置は、焦点検出光学系を備え、位
相差方式による前記焦点検出処理を行う焦点検出手段と、該焦点検出手段による前記焦点
検出処理の結果に基づいて、前記焦点調節手段の駆動を制御する前記制御手段とを有し、
前記エクステンダーを介して前記レンズ装置が前記撮像装置に装着された場合、前記決定
手段は、前記焦点検出光学系の瞳の径に関する第１情報、および前記撮像光学系と前記エ
クステンダー光学系とを含む光学系の瞳の径に関する第２情報に基づいて、前記第１補正
値を決定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の他の側面としての補正値決定方法は、焦点検出光学系を備え、位相差方
式による焦点検出処理を行う焦点検出手段と、該焦点検出手段による焦点検出処理の結果
に基づいて、焦点調節手段の駆動を制御する制御手段とを備える撮像装置に、前記焦点調
整手段を含む撮像光学系を有するレンズ装置がエクステンダー光学系を含むエクステンダ
ーを介して装着された場合に、前記制御手段が前記焦点検出処理の結果を補正する際に使
用される第１補正値を決定する補正値決定方法であって、前記焦点検出光学系の瞳の径に
関する第１情報を取得するステップと、前記撮像光学系と前記エクステンダー光学系とを
含む光学系の瞳の径に関する第２情報を取得するステップと、前記第１情報および前記第
２情報に基づいて、前記第１補正値を決定するステップとを有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の他の側面としてのプログラムは、上記決定方法をコンピュータに実行さ
せることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　レンズ装置１００は、フォーカシングに際して移動するフォーカスレンズ群１０１を含
む撮像光学系１０１ａを有する。図１では、フォーカスレンズ群１０１のみが示されてい
るが、レンズ装置１００はズームレンズ群や他のレンズを有していてもよい。また、レン
ズ装置１００は、レンズ制御手段１０２およびフォーカスレンズ駆動手段１０３を有する
。レンズ制御手段１０２は、ＣＰＵと、ＣＰＵが実行するプログラムを格納するメモリ（
記憶手段）１０２ａを含み、レンズ装置１００の全体の動作を制御する。また、レンズ制
御手段１０２は、カメラ制御手段３０１からの要求に応じて、フォーカスレンズ駆動手段
１０３を介してフォーカスレンズ群１０１の駆動を制御する。レンズ制御手段１０２は、
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カメラ制御手段３０１で検出された焦点検出結果を補正する際に使用される補正値（第１
補正値）を決定する決定手段としての機能を有する。また、その決定に際して必要な、焦
点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報（第１情報）と、撮像光学系１０１ａとエク
ステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する情報（第２情報）との関係を判
定する判定手段としての機能を有する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　撮像光学系１０１ａおよびエクステンダー光学系２０１を通過した被写体光は、ハーフ
ミラー３０３により反射光と透過光に光路分割される。ハーフミラー３０３で反射された
光は、ペンタプリズム３０５および接眼レンズ３０６を介して撮影者の眼に導かれる。こ
れにより、撮影者は、被写体像を観察することができる。ハーフミラー３０３を透過した
光は、サブミラー３０４で反射され、位相差ＡＦシステム３０２に入射する。位相差ＡＦ
システム３０２は、焦点検出光学系３０２ａを備え、入射した光を使用して、焦点検出処
理を行う。焦点検出処理とは、すなわち、レンズ装置１００のみ、又は、レンズ装置１０
０とエクステンダー２００によって形成される像の結像位置を検出する処理である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　ステップＳ００２では、レンズ制御手段１０２は、カメラ制御手段３０１から焦点検出
光学系３０２ａの瞳径（位相差ＡＦシステム３０２による焦点検出処理に使用するＡＦ光
束が通過するＡＦ瞳の外接円の直径）Φａｆを取得する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ステップＳ００３では、レンズ制御手段１０２は、撮像光学系１０１ａおよびエクステ
ンダー光学系２０１を含む光学系の瞳径（撮像光束の外接円の直径）Φｅｘｔを取得する
。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　ステップＳ１０２では、レンズ制御手段１０２は、カメラ制御手段３０１から焦点検出
光学系３０２ａの瞳の径に関する情報であるＦ値Ｆａｆを取得する。Ｆ値Ｆａｆは、位相
差ＡＦシステム３０２による焦点検出処理に使用するＡＦ光束が通過するＡＦ瞳の外接円
に基づいて算出される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　ステップＳ１０３では、レンズ制御手段１０２は、撮像光学系１０１ａおよびエクステ
ンダー光学系２０１を含む光学系の瞳の径に関する情報であるＦ値Ｆｅｘｔを取得する。
Ｆ値Ｆｅｘｔは、撮像光束の外接円に基づいて算出される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１０１】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　図５Ｂにおいて、Ｆ値Ｆａｆは８、Ｆ値Ｆｅｘｔは８である。レンズ制御手段１０２は
、製造誤差に基づくピント補正値ＢＰｅｒｒｏｒを取得し、式（１０）を用いて算出され
たピント補正値ＢＰｅｘｔをカメラ制御手段３０１に送信する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　以上説明したように、本実施例では、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報お
よび撮像光学系１０１ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する
情報に基づいて、焦点検出処理の結果に対する補正値を変更する。これにより、エクステ
ンダー装着時のピントズレを低減可能である。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　各実施例で説明した処理を撮像装置３００内で実行してもよいと述べたが、その場合、
制御手段３０１が、焦点検出光学系３０２ａの瞳の径に関する情報と、撮像光学系１０１
ａとエクステンダー光学系２０１とを含む光学系の瞳の径に関する情報との関係を判定す
る判定手段としての機能を有する。また、制御手段３０１は、第１補正値を決定するため
の決定手段としての機能を有する。また、撮像装置３００は、第１補正値を算出するため
に、装着されたレンズ装置１００から、第２補正値、または、第２補正値および第３補正
値を取得する。レンズ装置１００とエクステンダー２００とを含む光学系の瞳の径に関す
る情報は、レンズ装置１００が算出したものでもよいし、レンズ装置１００とエクステン
ダー２００のそれぞれから取得した光学系の情報に基づいて制御手段３０１が算出したも
のでもよい。
［その他の実施例]
　本発明は、上述の実施例の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は記
憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにおけ
る１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また、
１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図１】

【手続補正２２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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